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概算要求の方針について

○概算要求の方針

今年度に引き続き、ユーザー・ニーズに対応しつつ、

合計１０機（基幹衛星４機、時間軸多様化衛星４機、

データ中継衛星２機）の整備を目標とし、平成３０年度に

ついては、以下のような方針の下、情報収集衛星の機能

の拡充・強化を図る。

（１）光学７号機、光学８号機の開発を継続する。

（２）レーダ７号機、レーダ８号機の開発を継続する。

（３）平成３１年度の運用開始に向け、第七期地上システ

ムの構築を継続する。

（４）情報収集衛星システムの機能・性能の抜本的向上

のため、重要技術の先行研究開発を拡充・強化する。

１０機のイメージ図

現在の４機体制



概算要求の内訳 （単位：億円）
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（注）四捨五入のため、必ずしも合計が一致するわけではない。

経 費 区 分

平成29年度

予 算 額

（A）

平成30年度概算要求額（B） 対前年度

比較増減

（B-A）
要望基礎額 要望額

(１) 情報収集衛星の運用等 １９１ ２５９ ２２０ ３９ ６８

(２) 光学６号機、レーダ６号機の開発 １０２ ６７ ６７ ０ ▲３６

(３) 光学７号機の開発 ７４ ６９ ６３ ６ ▲５

(４) 光学８号機の開発 １７ ６９ ２５ ４４ ５２

(５) レーダ７、８号機の開発 ９９ １１８ １１２ ６ １９

(６) データ中継衛星の開発 ８０ １１６ ０ １１６ ３６

(７) 光学多様化１、２号機の開発 ３ ４ ０ ４ １

(８) 実証衛星の運用 ８ ８ ８ ０ ０

(９)衛星技術の調査研究等 ４５ ４４ ３４ １０ ▲２

合 計 ６２０ ７５３ ５２８ ２２５ １３４
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光学７号機・光学８号機の開発（継続）

光学７号機
 光学７号機は、光学６号機を踏襲しつつ、姿勢駆動装置の搭載台数の増強による俊敏性の

向上、データ中継機能※の搭載による即時性の向上を実現。
※データ中継衛星（平成３１年度打上げ予定）との通信機能

 平成３０年度は、引き続き、維持設計及び衛星実機モデルの製作・試験、初期機能確認に
向けた準備を実施。

光学８号機
 光学センサの高性能化（主鏡の大口径化、高精細検出器の採用）による大幅な画質向上、

大型姿勢駆動装置の搭載による俊敏性の確保を実現。
 平成３０年度は、引き続き、システム設計及び地上検証モデルの製作・試験等を実施すると

ともに、衛星実機モデルに係る長納期品手配等を開始。

平成
２７年度

平成
２８年度

平成
２９年度

平成
３０年度

平成
３１年度

平成
３２年度

平成
３３年度

平成
３４年度

平成
３５年度

平成
３６年度

平成
３７年度

光学７号機

光学８号機 運用

スケジュール

光学７号機： ３７億円/３０年度（２６億円/２９年度当初）
光学８号機： ６１億円/３０年度（１０億円/２９年度当初）

設計・製作
▲打上げ

運用設計・製作
▲打上げ

企業選定
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レーダ７号機・レーダ８号機の開発（継続）

 レーダ７号機は、レーダ６号機から以下の画質性能及び運用性能の向上を実現。
• 発信電波の増強による画質向上
• 受信アンテナの複数搭載による撮像幅の拡大
• データ中継機能※の搭載による即時性の向上

※データ中継衛星（平成３１年度打上げ予定）との通信機能

 レーダ８号機は、レーダ７号機と同型機とし、一体開発とすることで開発経費を大幅に節減。

 平成３０年度は、平成２９年度に引き続き、システム設計や地上検証モデルの製作・試験、
衛星実機モデルの製作・試験を実施。

平成
２７年度

平成
２８年度

平成
２９年度

平成
３０年度

平成
３１年度

平成
３２年度

平成
３３年度

平成
３４年度

平成
３５年度

平成
３６年度

平成
３７年度

レーダ７号機

レーダ８号機

スケジュール

１０７億円/３０年度（９１億円/２９年度当初）

運用設計・製作
▲打上げ

運用設計・製作
▲打上げ

企業選定
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第七期地上システムの構築（継続）

平成
２８年度

平成
２９年度

平成
３０年度

平成
３１年度

平成
３２年度

平成
３３年度

平成
３４年度

平成
３５年度

５０億円/３０年度（６３億円/２９年度当初）

スケジュール

 第七期地上システム（光学７号機依存部を含む）は、平成31年度の運用開始に向け、引き続

きシステム開発を推進。データ中継機能を搭載し、「質」「量」「即時性」に関して、格段に能力
が向上した情報収集衛星等を最大限に活用するよう、関係省庁との連携強化等に対応。

 具体的には、関係省庁等利用者の利便性向上のため、操作性の向上、画像検索・閲覧の迅
速化及び撮像後の速やかなダウンリンクや画像配布、また、そのデータ容量の飛躍的な増大
へ対応。

 平成30年度は、製作したサブシステムを統合し、地上システム全体として機能することを確認

する試験（インテグレーション試験）を実施する予定。また、光学８号機及びレーダ７・８号機の
各依存部対応として、システム設計を実施する予定。

情報要求 コマンド

データプロダクト

第七期地上システム

情報要求機関との
連携強化

衛星性能の最大活用

運用安定性の確保

即時性の向上

データ中継衛星

情報収集衛星

情報要求機関

判読分析能力の強化 注：赤字は第七期地上システムで強化する機能

※赤字は第七期地上システムで強化する機能

参考イメージ

レーダ８号機の打上げ▲

システム運用設計・製作・試験

光学７号機の打上げ▲

光学８号機の打上げ▲
レーダ７号機の打上げ▲

※光学７・８号機、レーダ７・８号機依存部を含む

（依存部） 設計・製作・試験



 海外の商用衛星との性能差を生む主たる重要技術について、先行研究開発を拡充・強化し
衛星システムの機能・性能の抜本的向上を目指す。

 平成３０年度は、「光学センサの性能向上」等の４つの研究開発要素について昨年度に引き
続き実施。

 新たに、「画像再構成技術の研究」 等に着手。

平成
２７年度

平成
２８年度

平成
２９年度

平成
３０年度

平成
３１年度

平成
３２年度

平成
３３年度

平成
３４年度

平成
３５年度

平成
３６年度

光学センサの性能向上

レーダセンサの性能向上

運用性の向上

新たなセンサの導入

短期打上型小型衛星の
研究開発

スケジュール

画質の向上

高分解能化・撮像範囲の広域化

撮像地点数の大幅増加

赤外センサ導入

４１億円/ ３０年度（４２億円/２９年度当初）

設計・製造・試験 打上げ・運用概念
検討
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重要技術研究開発



開発・運用スケジュール

（注） 平成30年度概算要求時点での見通しであり、今後、変更が生じ得る。 7

平成

年度

△：打上げ・運用開始

レーダ４号機

光学５号機

レーダ７号機

レーダ８号機

レーダ６号機

光学７号機

実証衛星

光学６号機

レーダ５号機

光学３号機
※H29.9 運用終了

データ中継衛星

時間軸多様化衛星
（光学）

衛星技術の調査研究
（重要技術研究開発等）

光学４号機

レーダ３号機

17 18 19

光学８号機

3121 23 24

レーダ予備機

3326 32 34302220 27 28 2925 3635

研究開発

開発
調査
研究

△

研究 開発

研究 開発

開発

研究開発

研究開発

開発

△

研究開発

研究開発

研究開発

研究開発

重要技術研究開発等

研究 開発

研究 開発

開発

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

調査研究

△

(9)

(8)

(7)

(6)

(5)

(4)

(3)

(2)

(1)
２５９億円
(運用費等)

６７億円

６９億円

６９億円

１１８億円

１１６億円

４億円

８億円

４４億円

研究開発 △

１号機打上げ研究開発
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